
遊休農地解消解消緊急対策事業の取組事例

〇取組主体︓川俣町
〇対象地区︓福田地区
〇対象遊休農地︓52.95ａ
〇対象事業費︓29.12万円（内、超過経費6.42万円は耕作者負担）
⇒補助対象額︓43,000円/10a×52.95a≒22.7万円
⇒10a当たり事業費(超過経費分は除く)︓42,870.6円/10a
〇事業内容︓農地再生工事（伐根、撤去）
〇耕作者︓有限会社サトーファーム

〇雑草が繁茂しており、耕作できる状況ではない。
〇5段ほどの段段畑となっており、作業効率が悪い。

〇雑草の「伐根」及び「撤去」により、耕作が可能となった。
〇本事業を実施したことにより、重機の使用が可能となり、
耕作者が独自に「整地」（圃場の段差解消）を実施。

〇遊休農地の解消に合わせて農地の集約化を図り、
作業の効率化に繋がった。

◎令和５年度取組事例

◎事業実施前の状況

◎事業の効果

《事業実施前の状況》

《事業実施後の状況》

「目標地図」の実現に向けて、遊休農地の解消を進め、農地の集積・集約を加速化
◎事業のポイント


